
広報 

活
動
の
推
進

　

田　

村　

秀　

子
（
八
木
）

　

い
ず
み
会
役
員
と
し
て
地
域

食
生
活
改
善
活
動
へ
の
取
り
組

み
　

宮　

地　

眉　

美
（
八
木
）

　

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
と
し
て
交
通
事
故
防
止
活
動

の
推
進

◆
く
す
の
き
賞

　

せ
い
だ
ん
ま
ち
づ
く
り
実
行

　

委
員
会（
伊
加
利
公
民
館
内
）

　

留
学
生
を
招
待
し
た
田
舎
の

運
動
会
を
企
画
運
営
し
、
地
域

で
の
国
際
交
流
活
動
へ
の
貢
献

　

丸
山
い
ず
み
会

　
　
（
初
汐
百
代
代
表
）

　

母
と
子
の
料
理
教
室
開
催
と

独
居
老
人
へ
の
弁
当
作
り
な
ど

健
康
食
の
普
及
活
動

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
南
淡
支

　

部
五
月
会
（
楓
る
み
子
代
表
）

　

高
齢
者
向
け
の
減
塩
、
低
カ

ロ
リ
ー
料
理
な
ど
の
食
生
活
改

善
運
動
と
緑
化
活
動
の
推
進

◆
み
ど
り
の
章

　

グ
リ
ー
ネ
ッ
ト
阿
那
賀

　
　
（
奥
野
訓く

に
お男

代
表
）

　

県
道
沿
線
の
緑
化
お
よ
び
清

掃
活
動
に
よ
る
花
と
緑
の
景
観

づ
く
り
へ
の
貢
献

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

国
立
淡
路
青
年
の
家
茶
道
研

修
指
導
員
と
し
て
活
躍
中
の
榎

本
朱
美
さ
ん
（
阿
万
）
に
十
二

月
五
日
、
社
会
教
育
功
労
者
表

彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
く
ら
し
の
ひ
ろ
ば
展

（
一
月
二
十
八
日
西
淡
公
民
館
）

に
て
表
彰
式
。
関
係
分
の
み

◆
こ
う
の
と
り
賞

　

江　

本　

順　

子
（
福
良
）

　

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

食
生
活
改
善
へ
の
取
り
組
み
と

緑
化
活
動
の
推
進

　

坂　

本　

和　

子
（
阿
万
）

　

更
生
保
護
女
性
会
監
事
と
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の

推
進

　

谷　

田　

妃ひ

ろ

こ

露
子
（
福
良
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
婦

人
部
長
と
し
て
交
通
安
全
運
動

お
め
で
と
う

街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
用
シ
ー
ト
を
作
成

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

　

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動

を
進
め
て
い
る
南
あ
わ
じ
防
犯
協

会
で
は
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
一

月
二
十
六
日
、
市
内
の
小
学
校

十
七
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

シ
ー
ト
は
、
縦
三
十
セ
ン
チ
横

五
十
セ
ン
チ
で
「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
安
心
の
街　

街
頭
パ
ト
ロ
ー

ル
中
」
と
夜
光
塗
料
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
三
原
志
知
小
学
校

で
行
わ
れ
た
小
学
校
長
会
の
席

上
、
同
協
会
の
芝
壽
浩
副
会
長
か

ら
各
校
五
枚
分
の
シ
ー
ト
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
教
師
と
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
九
人
が
五
台
の
車
に
分

乗
、
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
子
ど
も

た
ち
の
下
校
を
見
守
り
、
街
頭
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

緑
町
、
西
淡
町
、
三
原
町
、
南

淡
町
商
工
会
の
合
併
調
印
式
が
一

月
二
十
三
日
、
三
原
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
商
工
会
長
ら
関

係
者
約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
四
月
一
日
に
は
「
南
あ
わ
じ

市
商
工
会
」と
し
て
発
足
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
経
過
報
告
に
続
き
、

四
町
商
工
会
長
が
合
併
契
約
書
に

署
名
押
印
、
立
会
人
と
し
て
中
田

勝
久
市
長
ら
も
署
名
し
ま
し
た
。

　昨年７月に発足した南あわじ市文化団体連絡協議会（徳

田壽春会長）が会員相互の交流と地域文化の活性化を図ろ

うと、１月に「写真展」と「盆栽展」を西淡公民館で開催

しました。写真展には、出展者 61 人から合計約 160 点

の作品が展示され、淡路人形浄瑠璃やうず潮、獅子舞など

市内の風景のほか、島外で撮影された作品、小学生の作品

も並びました。

発掘いにしえの食文化展御
みけつくに
食国・淡路を知ろう

　御食国とは、古代の天皇が主に塩や海産物などの食を求めた国のこ

とで、淡路も御食国であったことが万葉集に詠まれています。

　兵庫県教育委員会による「御食国・淡路」展は、食にまつわる展示

（島内４か所）やシンポジウム、体験イベントなどを開催中です。

　南あわじ市内でも「発掘いにしえの食文化～御食国にいたるまで～」

と題して、食文化に関する展示が南淡図書館で３月 21日まで行われ

ています。

▲シートを貼りつけた車に見守られ下校する子どもたち

▲18か所の遺跡からの出土品を展示（淡路人形浄瑠璃資料館） ▲ロビーいっぱいに飾られた写真作品

市文化団体連絡協
議会の展覧会「写真」と「盆栽」で交流を図る

兵
庫
県
表
彰
（
敬
称
略
）

▲船越さん夫婦と誕生した乳牛（右）とＦ１牛の双子

▲合併契約書に調印する四町商工会長
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沼
島
の
４
人
に
の
じ
ぎ
く
賞

機
転
と
連
携
で
人
命
救
助

　

誤
っ
て
海
に
転
落
し
た
男
性
を

救
助
し
た
沼
島
の
四
人
に
二
月
八

日
、
兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞
が
南
あ

わ
じ
市
沼
島
出
張
所
で
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
松
崎
慶

子
さ
ん
、
森
本
文ぶ

ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
、
畠

田
絹
子
さ
ん
、
山
田
一
夫
さ
ん
。

　

四
人
は
昨

年
十
二
月

二
十
三
日
の

早
朝
、
沼
島

漁
港
で
足
を

滑
ら
せ
海
に

転
落
し
た
男

性
を
救
助
し

ま
し
た
。

た
め
、
船
越
さ
ん
所
有
の
乳
牛
の

精
子
を
使
用
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

母
牛
は
妊
娠
し
十
二
月
十
六
日
に

乳
牛
を
出
産
。
船
越
さ
ん
が
二
時

間
後
に
牛
舎
に
戻
る
と
Ｆ
1
の
子

牛
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
三
原

家
畜
診
療
所
の
伊
藤
邦
夫
副
所
長

も
「
卵
子
が
二
つ
出
て
異
種
の
精

子
が
同
時
に
受
精
し
た
と
思
う
。

こ
ん
な
双
子
は
初
め
て
」
と
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

妻
の
孝
江
さ
ん
も
「
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
は
継
続
牛
と
し
て
飼
育
、
Ｆ

　

榎
列
西
川
の
船
越
均
さ
ん
の
牛

舎
で
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
（
乳
牛
）

の
母
牛
か
ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
メ

ス
と
和
牛
交
雑
種
（
Ｆ
1
）
の
メ

ス
の
双
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
十
日
、
乳
牛
の
母

牛
（
二
歳
十
月
）
に
和
牛
の
精
子

を
人
工
授
精
に
よ
っ
て
種
付
け
。

翌
日
も
母
牛
の
発
情
が
続
い
た
た

め
、
乳
牛
を
種
付
け
し
ま
し
た
。

通
常
は
二
日
続
け
て
種
付
け
す
る

場
合
、
同
じ
雄
牛
の
精
子
を
使
用

し
ま
す
が
、
確
保
で
き
な
か
っ
た

１
は
肉
用
牛
と
し
て
出
荷
、
母
牛

は
出
産
で
乳
が
良
く
出
て
、
一
石

三
鳥
で
す
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

四
町
の
商
工
会
は
、
平
成
十
四

年
四
月
か
ら
広
域
連
携
事
業
と
し

て
互
い
の
事
業
運
営
状
況
を
確

認
。
翌
年
八
月
に
は
三
原
郡
商
工

会
合
併
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ

協
議
を
開
始
。
同
十
六
年
四
月
に

は
基
本
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
同
年
八
月
に
は
市
商
工
会
合

併
協
議
会
を
設
置
、
専
門
部
会
も

設
け
て
協
議
を
進
め
ま
し
た
。
昨

年
十
二
月
に
は
各
商
工
会
の
臨
時

総
会
で
、
合
併
お
よ
び
合
併
契
約

書
の
承
認
並
び
に
設
立
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
を
承
認
し
ま
し
た
。

旧
三
原
郡
四
町
商
工
会

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
へ
の
合
併
調
印

船
越
さ
ん
の
牛
舎
で

乳
牛
と
肉
牛
の
双
子
誕
生

榎
本
朱あ

け

み美
さ
ん
に

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　

松
崎
さ
ん
が
出
漁
に
向
か
う
男

性
を
見
か
け
た
が
、
乗
船
し
た
気

配
が
な
い
の
で
心
配
に
な
り
、
畠

田
さ
ん
に
電
話
連
絡
。
畠
田
さ
ん

が
船
と
船
の
間
の
海
に
浮
か
ぶ
男

性
を
発
見
。
そ
こ
へ
通
り
か
か
っ

た
森
本
さ
ん
と
山
田
さ
ん
が
協
力

し
て
三
人
が
か
り
で
引
き
上
げ
、

無
事
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

夜
明
け
の
薄
暗
い
時
間
帯
、
極

寒
の
海
中
、
人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
で
の
海
難
事
故
。
危
険
に
さ

ら
さ
れ
た
尊
い
人
命
を
四
人
の
機

転
と
連
携
、協
力
で
救
い
ま
し
た
。

　森本さん　松崎さん

　山田さん　畠田さん


